
 ３月 15 日、鹿屋工業高校武道館で、「鹿屋工業高
校柔道部卒業生還暦記念試合」が開催されました。
　この試合は、同校が毎年実施している「先輩の
話を聴く会」で、今年還暦を迎える同校柔道部 
ＯＢの了徳寺健二さんが講演したのがきっかけで
開催。昭和 40・41 年の卒業生と現役部員で行わ
れた記念試合では、現役部員の体力をＯＢの卓越
した技と経験が上回り、４勝１分けでＯＢチーム
が勝利しました。
　最後は、心のこもった贈り物の帯を互いに交換
しました。
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　３月 13 日、笠野原小学校の６
年生を対象に種子島宇宙センター
の移動宇宙教室が開催されました。
　この教室は、子どもたちに宇宙
開発を通して科学に興味を持って
もらおうと行われたもので、児童
は、同センター職員の指導のもと
ペットボトルロケットを製作。作
り上げたロケットを校庭で打ち上
げると、飛行距離と速さに驚き、
歓声をあげていました。

　吾平地域の吾平東地区・下名東地区・下名西地区・
境田地区において、農業経営基盤強化促進法に基づく
集落営農組織が設立され、３月 19 日、「特定農用地
利用規程認定書交付式」がコミュニティーセンター吾
平振興会館で開催されました。
　各地区は、農家の高齢化や農業後継者不足による荒
地の発生・拡大などが懸念されたことから、平成 18
年６月から設立に向けて協議を重ね、農用地利用改善
団体と特定農業団体を設立しました。
　今回の設立により、地域の水田農業の発展に向け、
集落営農組織全員が大きな第一歩を踏み出しました。

　３月３日、輝北町平房の石牟礼
神社で春の例祭が開催され、棒踊
りが奉納されました。
　これは、五穀豊じょうを祈願す
る平房地区の伝統行事で、当日は、
上平房、中平房、下平房の町内会
が、それぞれ特徴ある棒踊りを奉
納。白いはちまきや、赤や黄色の
色鮮やかなたすきを身につけて、
威勢の良いかけ声とともに、棒を
打ち鳴らしていました。

鹿屋 鹿屋工業高校柔道部卒業生
還暦記念試合が開催

鹿屋 ペットボトル
ロケットを打ち上げる

鹿屋

　3 月 22 日、鹿屋市社会福祉会
館で、「鹿屋・吾平地区身体障害
者福祉協会設立総会」が開催され
ました。
　同協会は、身体障害者の福祉向
上、会員相互の親睦などを行って
いくことを目的に設立。総会には、
設立準備委員会のメンバーや関係
者など約 30 人に出席し、役員の
選出や今後の活動内容、会員確保
などについて話し合いました。
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３月の鹿屋市地区別子牛のセリ市結果（売却のみ） 消費税抜価格
地区名 性別 頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

鹿屋地区 めす 158 377,063 632,000 196,000 260
去勢 190 504,437 844,000 216,000 301

吾平地区 めす 57 398,491 671,000 236,000 264
去勢 60 526,983 637,000 243,000 303

串良地区 めす 181 408,265 663,000 178,000 264
去勢 225 501,916 665,000 241,000 298

輝北地区
めす 66 436,818 853,000 228,000 276
去勢 94 516,170 652,000 321,000 309
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